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速報第３７６７号  ６年 質 広田　まゆみ　委員 
Ｒ６.２.２０発行 道議会における質疑・質問及び答弁要旨 文教委員会 問 民主・道民連合 
総 務 課 扱 ２月20日 者 （札幌市白石区）

質　　疑　・　質　　問 答　　　　　　　　　弁 担 当 課

  一　学校及び社会教育施設などにおける農薬や除草
   　剤の使用について

（一）道立学校などの農薬等の使用状況について （健康・体育課長） 健康・体育課
　令和４年第１回定例道議会の一般質問において、 　農薬の使用状況についてでございますが、道立学校 社 会 教 育 課
教育長から道としては、国の要綱に基づいて、道立 では、農薬の管理において、記録簿により、年月日ご 文化財・博物館課
学校における校舎敷地内の除草剤散布や農業学校に とに、受入数量、払出数量、及び現在量を記録し、さ
おける実習地の農薬散布などは、児童生徒等の安全 らに、毒劇物に該当するものにつきましては、校長、
確保に十分配慮しながら建物内及び隣地等に飛散し 管理責任者、担当の３人が毎月確認を行っており、各
ないように行っており、使用後は、使用履歴を記録 教育局では、薬品を保有する全ての道立学校に対し、
するなど、適正な管理の徹底に努めている旨、ご答 年１回以上の実地点検を行い、保管管理の徹底を図っ

  弁をいただいているところでございます。 てございます。
　そこで、伺いますけれども、この使用履歴の記録 　本年度の状況といたしまして、農薬を保有する道立
について、農薬の種類や使用回数などが適切に記 学校におきましては、農業に関する実習などにおい
録、管理されているのか、それを道教委としてどの て、殺虫剤や除草剤等を使用してございますが、その

  ように把握されているのか伺います。 管理は校長の責任で行われてございます。
　私としては、例えば、特に海外において発達障害 　社会教育施設におきましても、一部で農薬等の使用
の増加と相関関係が一部で指摘をされておりますネ 実績がございまして、そうした施設においても、道立
オニコチノイド系の殺虫剤であるとか、地中の微生 学校と同様に適切に管理する必要がございますことか
物を全て殺してしまう生態系にかなり影響が強いグ ら、今後、対応を検討してまいります。
リホサート系の除草剤については、使用すべきでは
ないと考えていますが、道立学校における令和５年
度の殺虫剤、農薬などの使用状況の実態について伺

 いたいと思います。
　あわせて、道立高校だけではなく、社会教育施設
などにおいても、子どもたちがたくさんいますか
ら、同様の取り扱いがされるべきと考えますが、現
状では、どのようになっているのか伺います。

 （指摘）
　このようなご答弁で、道立学校においては、殺虫
剤や除草剤などの使用の管理は校長の責任で行われ
ていると、そして社会教育施設においても、今後、
道立学校と同様に適切に管理する必要があるという
ことで、対応を検討いただけるということですの
で、ぜひその検討をしていただきたいと思います。

  （二）小中学校における農薬等の使用状況の管理に
   　　ついて

１　現状について （健康・体育課長） 健康・体育課
　先ほどお話した、教育長答弁と同じ時に、道及び 　小・中学校における農薬の管理についてでございま
道教委としては、国の要綱に基づいて、毎年、本格 すが、学校における農薬の管理は、校長の責任で行わ
的な農薬の使用時期を迎える６月１日から３か月間 れるものでございまして、また、設置者である教育委
を農薬危害防止運動期間として、農薬の安全かつ適 員会は、報告・相談や指導・助言を通して、学校を監

 正な使用について、毎年、市町村教育委員会に対 督する立場にございます。
し、指導しており、除草剤などの農薬の安全かつ適 　道立学校におきましては、教育局が年１回以上の実
正な使用はもとより、使用履歴の記録及び保管管理 地検査を行い、記録簿に基づく保管・管理状況を把握
の徹底について指導しているということであります してございまして、また、市町村立学校におきまして
けれども、実際に、市町村において台帳保管の有無 は、市町村教育委員会が、管理状況等の把握を行って
などについて、道教委として把握されているのかど いるものと承知をしてございます。
うかを伺います。

２　より詳細な把握の必要性について （指導担当局長） 健康・体育課
　道立学校においては、教育局として年１回実地検 　小・中学校における使用実態の把握についてであり
査を行って、記録簿に基づく状況が把握されている ますが、道教委では、各学校等において農薬等を使用
ということですが、市町村立学校においては、市町 する場合、散布した農薬等の飛散により、子どもや地
村教育委員会任せということになっていると思いま 域住民に健康被害が生じないよう、適正な使用に努め

 す。 るとともに、使用履歴の記帳及び保管管理を徹底する
　私としては、より詳細な把握の必要性があると考 よう毎年度、通知しており、引き続き、各市町村教育

 えているわけです。 委員会に指導助言してまいります。
　近年、このネオニコチノイド系の殺虫剤や、グリ
ホサート系の除草剤は、北海道の農家においても、

 非常に心配になっています。
　例えば、2020年にグリホサート系の除草剤につい
ては、消費者からの不安の声などの投稿を踏まえた
ホクレンの決定を受け、道内の各農協から北海道の
大豆の信頼を確保するために、収穫前の大豆への散

 布をしないように生産者に連絡が出されています。
　一方、日本の場合、海外に比べて中央政府の基準
が、ネオニコイド系の殺虫剤やグリホサート系の除
草剤について、定まっていない中、日本においては
重労働の草刈り作業から解放されるものとしてホー
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 ムセンターなどで、比較的安価で販売されているこ
 とが、一部の保護者の皆様も危惧されているところ

 です。
　子どもたちが、日常的に素肌で触れる可能性のあ
る場所への殺虫剤などの農薬や、除草剤の散布の有
無に関し、道教委として、より詳細に実態把握する
必要性があるのではないかと考えますが、必要性の
認識について伺います。

 （指摘）
　今のご答弁ですと、今までどおりやっていきます
というご答弁だというふうに思いますが、私として
は、さらに取組を強化していく必要があるというふ
うに考えます。

（三）今後の取組について （学校教育監） 健康・体育課
　北海道内においても、小樽市の保護者の皆さんが 　今後の取組についてでありますが、農薬は、病害虫
声をあげたことをきっかけに、全国流通の販売店 の防除という重要な役割を担っておりますが、一方
のひとつが、グリホサート系の農薬の販売を中止す で、その使用方法によっては住民の健康や生活環境に

  るなどの動きがスタートしています。 悪影響を及ぼす懸念がございます。
　また、石狩市においては、議会議論の中で、公共 　農林水産省では、毒性や作物への残留、環境への影
の場における、公園も含めて、子どもたちがいる、 響等に関する様々な試験成績に基づき、関係府省と連
そういった場所において当該農薬の使用を中止する 携して科学的に審査し、効果があり、かつ、安全であ
方向が示されるなど、こうした草の根の様々な動き ると判断した農薬を農薬取締法に基づき登録し、使用

 が広がっているところであります。 基準を定める仕組みとなっており、道教委といたしま
　食産業立国北海道の未来のためにも、道教委とし しては、基準に従い、農薬を適切かつ安全に使用する

 て、そして子どもたちの安心安全を守るためにも、 ことが大変重要であると考えております。
毎年１回、農薬使用に関して要綱に基づいてお願い 　今後も、可能な限り、微生物農薬など人の健康への
ベースの文書を出すだけではなく、例えば、まず 悪影響が小さいと考えられる農薬の使用の選択に努め
は、道立学校や道立の社会教育施設に対して、明確 ることなど、各道立学校や市町村教育委員会に指導助
に発注者の意思として、海外では危険性が取りざた 言してまいります。
されている農薬などについては使用しない旨、より
明確に、道自らが発信するべきではないかと考えま
すが、改めて見解を伺います。

 （指摘）
　現在、日本の中央政府が定められている基準があ
りますので、それに基づいて法的に対応するしかな
いので、禁止ということはできないという認識です
けれども、今のご答弁にありましたように微生物農
薬の人の健康への悪影響が小さいと考えられる農薬
の使用を積極的に推奨していくっていうことは、私
としては道立学校としてまず、それをきちんと実行
するということはできると思うんですね。中央政府
の安全だという基準にはなっていますが、学校にも
たくさん使用されたアスベストですとか、薬害エイ
ズなどの事例を見れば、海外で危険視されている
中、何十年も子どもたちの周りでそうしたことが使
われていたということを考えれば、より子どもたち
にとってより安心安全な選択を、例えばホクレンの
ように意思決定をまず道教委自体が自らして、ただ
単純に中央の要綱に沿って通知を出すだけでなく、
道立学校及び社会教育施設が姿勢を示す中で、北海
道全体の市町村の安心安全な農薬や除草剤の使用を
後押ししていくということを検討していただくよう

 改めまして指摘をさせていただきたいと思います。
　また、令和６年度のネオニコチノイド系や、グリ
ホサート系の除草剤の使用については、可能な限り
道立学校及び道立の社会教育施設では散布をしない
ということを明確にしていただけるような方向性を
検討いただけることを指摘をいたしまして質問を終
わります。


